
ほけんだより
残暑が厳しい日が続いています。昼間のこまめな水分補給とともに、

しっかり栄養もとってください。9月に入り運動会の練習も始まります。
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元気な子どもは小さなすり傷や切り傷がで

きやすいもの。化のうさせずに治す方法を

知っておきましょう。

赤ちゃんや子どもは転んだり落ちたりして頭を打つこと

がよくあります。そのときに怖いのが、頭蓋骨内でじわじわ

と出血して、時間差で症状がでること。頭を打ったら、注意

深く様子を見てあげましょう。

小さなケガも多くなります。9月9日は「救急の日」です。この機会にお

家の救急用品の中身を見直したり、救急処置の方法も学んでおきましょう。

サイズの合わない靴やデザイ

ン優先の靴、また、はきぐせのつ

いたお下がりの靴は、転倒やけ

がの原因になるだけでなく、子ど

もの足の骨や体全体の成長を妨

げます。子どもの成長は早いので、

シーズンごとにきちんとサイズを

測り、足にしっかりフィットする靴

を選びましょう。

3・4・5歳は運動量が飛躍的に増える時期。正

しい歩き方を身につけながら、7歳くらいまでの

間に走る、跳ぶなど、基本的な動作はほとんど

できるようになります。 足の骨も急速に発達し、

土踏まずのアーチも３歳ごろからつくられ始め

ます。

合わない靴は、足の発達だけでなく、姿勢や

運動能力にも影響します。こまめにサイズを

チェックし、正しい靴選びをしてください。


